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令和4年度指定管理者モニタリング外部評価結果

・利用者数は満足できるものではなく、広報活動を活発化していく必要がある。
・利用者数の増加を図るために努力をしていると説明があったが今期の決算における広報活動費
が0円で、来期の広報活動予算も30,000円となっているのが残念である。
・独自の広報活動で市外、県外からの効果的な集客を期待する。
・定期的な作品展示を行うなど、一定の利用者数が確保できるとよい。
・利用を促すＰＲ（ＳＮＳ発信）をもっと行ってほしい（地元の人はもちろんそれ以外の人たちにも）

関市武芸川ふるさと館

水準をきちんと満たしている



施 　設 　名 関市武芸川ふるさと館

所　 在 　地 関市武芸川町八幡１５６６番地

指定管理者 武芸川まちづく り委員会

担 当 部 課 関市協働推進部文化課

指 定 期 間 令和２年４月１日～令和７年３月３１日

１ 総合評価

　館内外の清掃、経費削減等が適切になされているため、今後も適正な管理の継続に努められたい。地域活性化
の拠点となるよう新たな活用方法も模索していく必要がある。隣接地にある武芸川温泉へは市外の人も多く訪れ
ているため、適切に情報発信を行うなど図られたい。

４ 責任性・実効性（施設の運営体制・組織）

　指定管理者は武芸川まちづく り委員会であり、地域に貢献する意識の高い臨時職員2名（ 常勤1名） を配置して
運営管理されている。

５ 安定性・安全性（管理の安定性と安全管理、緊急時等での対応）

　建物内外の清掃、巡回により清潔に保たれている、また災害等緊急時への対応もされている。

６ 社会性・貢献性（地域への貢献、環境への配慮等）

　一般展示室に武芸川地域の会等の作品を展示しているほか、地元の作品展を行うなど、地域住民の交流の場と
なっている。またバスの停留所になっているため、待ち時間に気軽に来館できることにより、地域に貢献してい
ると考えられる。

７ 効率性・経済性（経費の縮減と収入の増加対策）

　施設管理費として光熱水費が大きなウェイトを占めているが、入館状況に応じて照明やエアコンの利用を控え
ることで経費縮減を図っている。

８ 経営の健全性

　電気料等経費削減を図りながら、来場者数も安定しており健全な経営と判断する。

９ 課題・業務改善への考え方

　出光美術館（ 東京都） から毎年贈られてく る「 仙厓カレンダー」 を掲示し、郷土の偉人を紹介するなど、ファ
ンの心をくすぐるような展示を行っている。

令和３年度 指定管理者モニタリング結果票

　市や地域の方の作品展が、通年で行われるなど、賑わいのある年であった。それに伴い、利用者数も倍近く増
加している。今後も様 な々企画を図られたい。

２ 合目的性・公平性・効果性（施設の目的との合致、市民の平等利用の確保、施設の効用発揮）

　仙厓及び武芸川に縁のある刀匠尾川兼圀等著名人の作品の展示、武芸川地域で活動する文化団体や地元保育園
の一般展示により武芸川地域のPRに大いに寄与するとともに、市内の作家作品、市内発掘調査展の利用などで、
関市の芸術文化のPR施設として取り組んでいる。

３ 機能性・独創性（事業への具体的な取組方）



施 　設 　名

指定管理者

担 当 部 署

収入額（円）

うち市からの指定管理料（円）

他の主な収入内容

使用料の受入先 〇

○（どちらかに ）

支出額（円）

主な支出内容

差引（円）

損益の処理方法 ○
○（どちらかに ）

職員数（人）

内パート等の人数（人）
職員数

2 2 2

2 2 2

差引

479,260 303,994 214,120

指定管理者

その他（具体的に） （　　　　　　　　　　　　　　　　　）

支出
5,411,844 6,175,888 6,335,496

施設保守管理費 施設保守管理費 人件費

市

利用者数（人） 3,816 1,891 3,679

収入

5,891,104 6,479,882 6,549,616

5,000,000 6,000,000 6,200,000

繰越金 繰越金 繰越金

指定管理者

令和元年度 令和2年度 令和3年度

過去3か年の運営状況

関市武芸川ふるさと館

武芸川まちづくり委員会

協働推進部　文化課


